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 ヒューム道徳哲学における時間について
―ヒューム的な「時」を求めて ―
Time in Hume’s Moral Philosophy:







































 1 ― 1．知性論における時間 












（T 1.2.3.6／邦訳 50頁5）） 
3） 時間と道徳に関する英語圏の現代倫理学における論点について整理されたものとして，Bykvist 2013がある。
4） 数少ない先行研究として，林 2015がある。とはいえ，林 2015での議論は，残念ながら，時間そのものを中心に
据えた議論をしているとは必ずしも言えないため，今後の林のさらなる議論展開に期待したい。また，ヒューム道
徳哲学における「時」の重要性について簡潔に論じたものとしては，奥田 2015を参照されたい。
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継起によって知られる，と結論することができる。（T 1.2.3.7／邦訳 50頁） 
 　このように，時間の観念は，単に対象の側で継起が生じているだけでなく，その継起についての
知覚が生じていることで初めて私たちに知られるものである，というのがヒュームの見立てである。















51 ― 52頁） 
 　要するにヒュームは，上記の問いに否と回答しているのである。このことは，本節冒頭で言及した，
「確定した量と質を有するある特定の個別的観念によって代表される，抽象観念の一例となる」（T 
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 1 ― 2．情念論における時間 
 　以上で，印象と観念から成る知覚論の枠組みのなかでの時間の観念の成立メカニズムが明らかに
なったので，次に，時間が私たちの情念や認識に与える影響の傾向についてヒュームの議論を確認

















































起があるとき，現在の時点 tから過去の時点 t－1へ推移するよりも，現在の時点 tから未来の時点
t＋1へ推移する方が「継起の自然な動き」（T 2.3.7.8／邦訳 179頁）であるので，思考も想像力も
そちらの方向に容易に推移する。ヒュームはこのことに関する実例として，歴史叙述における時間


































































 2 ― 1．統治論における時間 























































 2 ― 2．所有論における時間 








































































 ＊本稿は，2017年度南山大学パッへ研究奨励金 I ― A ― 2による研究成果である。 
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